
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

　
　
　
　
一
　
沿
　
　
　
革

１
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
2
5
年
法
律
第
じ
忿
万
）
の
制
定

　
に
よ
っ
て
文
化
財
に
関
す
る
調
査
研
究
、
資
料
の
作
成
及

　
び
そ
の
公
表
を
行
う
た
め
に
、
元
奈
良
県
立
商
工
館
の
施

　
設
を
奈
良
県
よ
り
寄
附
を
受
け
て
昭
和
2
7
年
４
月
１
日
下

　
記
の
通
り
発
足
し
た
。

　
　
　
　
記
（
文
化
財
保
護
法
第
2
3
条
第
２
項
抜
草
）

２
、
国
立
文
化
財
研
究
所
の
名
称
及
び
位
置
は
左
の
通
り
と

　
す
る
。

　
名
称
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

　
位
置
　
奈
良
市

　
　
　
備
考
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
所
在
地
は
次
の

　
　
　
　
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
奈
良
市
春
日
野
町
五
〇
番
地

　
　
　
　
電
話
奈
良
局
五
五
七
五

３
、
昭
和
2
7
年
度
は
主
と
し
て
寄
附
を
受
け
た
本
館
の
内
部

　
を
研
究
施
設
に
改
装
す
る
こ
と
と
創
設
準
備
に
終
始
し
た
。

４
、
昭
和
2
8
年
５
月
1
5
日
、
内
外
施
設
が
絡
備
し
た
の
で
、

　
数
多
く
の
関
係
者
の
来
臨
を
仰
ぎ
開
所
式
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
二
　
組
　
　
　
　
織

　
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
2
5
年
法
律
第
じ
へ
号
）
第
2
3
条
４

項
の
規
定
に
基
づ
き
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
組
織
規
程
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
（
昭
和
2
7
年
３
月
2
5
日
文
化
財
保
護
委

員
会
規
則
第
５
号
）
（
昭
和
2
9
年
６
日
2
9
日
文
化
財
保
護
委
員

会
規
則
第
一
号
第
一
次
改
正
）
。

　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
組
織
規
程

　
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
組
織
）

第
一
条
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
所
掌
事
務
を
分
掌
さ

　
せ
る
た
め
左
の
四
室
を
置
く
。

　
　
美
術
工
芸
研
究
室

　
　
建
造
物
研
究
室

　
　
歴
史
研
究
室

　
　
庶
務
室

　
（
美
術
工
芸
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

第
二
条
　
美
術
工
芸
研
究
室
に
お
い
て
は
、
絵
画
、
彫
刻
、

　
工
芸
品
、
書
跡
そ
の
他
建
造
物
以
外
の
有
形
文
化
財
並
び

　
に
工
芸
技
術
に
関
す
る
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普

　
及
及
び
活
用
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

　
（
建
造
物
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

第
三
条
　
建
造
物
研
究
室
に
お
い
て
は
、
建
造
物
に
関
す
る

　
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及
び
活
用
に
関
す
る

　
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

　
（
歴
史
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

第
一
四
条
　
歴
史
研
究
室
に
お
い
て
は
、
考
古
及
び
史
跡
に
関

　
す
る
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及
び
活
用
に
関

　
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

　
（
庶
務
室
の
所
掌
事
務
）

第
五
条
　
庶
務
室
に
お
い
て
は
、
左
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
、
別
に
文
化
財
保
護
委
員
会
か
ら
委
任
を
受
け
た
範
囲

　
に
お
け
る
職
員
の
人
事
に
関
す
る
こ
と
。

二
、
公
文
書
類
の
接
受
及
び
公
印
の
管
守
そ
の
他
庶
務
に

　
関
す
る
こ
と
。

三
、
経
費
及
び
収
入
の
予
算
、
決
算
そ
の
他
会
計
に
関
す

　
る
こ
と
。

四
、
行
政
財
産
及
び
物
品
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

五
、
職
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
二
と
。

　
　
附
　
　
　
則

こ
の
規
則
は
昭
和
2
7
年
４
日
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
附
則
（
昭
和
2
9
年
６
月
2
9
日
文
化
財
保
護
委
員
会
規

　
　
　
　
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
昭
和
2
9
年
７
月
Ｉ
口
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
三
　
調
査
研
究
の
現
況

昭
和
三
十
二
年
度
研
究
調
査
概
要

Ｉ
　
美
術
工
芸
研
究
室

　
Ａ
　
西
大
寺
叡
尊
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
剛
　
浜
田
　
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
’
山
二
郎
　
　
岡
本
康
子

　
前
々
よ
り
引
続
き
行
た
っ
て
い
る
西
大
寺
依
尊
の
研
究
に

お
い
て
は
、
海
竜
王
寺
、
法
華
寺
、
道
明
寺
、
延
命
寺
、
金

峯
山
寺
、
金
沢
文
庫
な
ど
を
調
査
し
た
。

　
Ｂ
　
俊
乗
房
重
源
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
　
坦
　
小
林
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
二
郎

　
俊
乗
房
重
源
め
研
究
は
以
前
よ
り
引
続
い
て
行
な
っ
て
い

て
、
そ
の
主
要
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
調
査
を
終
了
し
た
。
本

年
度
は
『
作
善
集
』
に
記
さ
れ
て
い
て
、
現
在
ほ
と
ん
ど
わ

∂∂



か
ら
た
く
な
っ
て
い
る
個
所
に
つ
い
て
、
探
索
的
な
調
査
を

行
た
っ
た
。
例
え
ば
丹
波
高
山
寺
附
近
、
摂
津
の
昆
陽
寺
、

奈
良
山
辺
の
西
方
寺
、
河
内
谷
山
池
の
如
く
で
あ
る
。

　
Ｃ
　
藤
原
彫
刻
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
剛
　
杉
山
二
郎

　
前
年
度
に
引
続
い
て
行
な
っ
て
い
る
が
、
木
年
度
は
当
麻

与
講
堂
像
、
大
目
寺
の
五
智
如
来
像
、
永
観
堂
の
諸
像
、
道

明
寺
の
十
一
面
観
音
像
、
大
蔵
寺
の
薬
師
、
地
蔵
、
毘
沙
門

天
像
、
峯
定
寺
の
千
手
観
音
像
等
を
調
査
し
た
。

　
Ｄ
　
合
利
塔
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
田
公
夫

　
舎
利
塔
の
様
式
的
研
究
の
一
環
と
し
て
東
大
寺
木
坊
に
あ

る
舎
利
塔
を
調
査
し
た
。
こ
の
舎
利
塔
は
唐
招
提
寺
の
金
亀

舎
利
塔
０
摸
作
で
室
町
期
の
作
品
で
、
唐
招
提
寺
舎
利
塔
研

究
に
唯
一
の
副
資
料
と
な
る
遺
品
と
八
ら
れ
る
。

　
Ｅ
　
厨
子
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
田
公
夫

　
近
畿
地
区
を
先
づ
第
一
段
階
と
し
て
、
七
の
地
区
の
諸
社

寺
に
残
存
す
る
厨
子
の
調
査
研
究
に
当
り
、
厨
子
の
美
術
史

的
研
究
を
す
る
。
東
大
寺
知
足
院
の
厨
子
、
東
大
寺
図
書
館

の
厨
子
お
よ
び
、
興
福
院
の
千
体
薬
師
厨
子
乍
て
の
研
究
の

一
環
と
し
て
選
び
調
査
し
た
。

　
Ｆ
　
小
　
袖
　
研
　
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
田
公
夫

　
近
世
初
期
の
小
袖
研
究
の
一
環
と
し
て
京
都
田
畑
家
０
小

袖
類
を
調
査
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
桃
山
期
か
ら
江
戸
全

開
に
わ
た
っ
て
の
作
品
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
美
術
史
的
染

職
史
的
に
研
究
す
る
。

　
Ｇ
　
請
来
目
録
の
整
理
－
―
安
然
の
八
家
請
来
録
を
中
心

　
　
　
　
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

　
　
に
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
　
隆

　
安
然
撰
述
の
八
家
請
来
録
は
平
安
時
代
初
期
の
入
唐
八
家

の
請
来
品
を
分
類
し
た
も
の
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
そ
の
蒐

集
に
は
不
備
か
お
り
、
又
現
在
そ
れ
を
整
理
し
た
も
の
も
な

い
の
で
古
写
木
や
渚
家
請
来
目
録
に
よ
っ
て
校
合
を
加
え
研

究
の
資
料
と
す
る
。

　
Ｈ
　
平
安
時
代
仏
教
絵
画
の
調
査
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
　
隆

　
平
安
時
代
仏
教
絵
画
の
代
表
的
作
品
と
し
て
の
西
大
寺
十

二
天
、
東
寺
五
大
尊
十
二
天
、
そ
の
他
の
密
教
関
係
の
絵
画

の
調
査
を
進
め
、
そ
の
背
後
に
あ
る
経
軌
・
図
像
、
及
び
そ

れ
ら
の
請
来
者
と
０
関
係
な
ど
を
究
明
す
る
こ
と
。
こ
れ
と

併
行
し
て
顔
料
や
彩
色
技
法
の
特
色
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
Ｉ
　
初
期
真
宗
絵
画
０
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
　
隆

　
初
期
真
宗
関
係
絵
画
と
し
て
、
と
く
に
地
方
布
教
に
功
績

の
多
か
っ
た
存
雲
上
人
の
仏
画
関
係
の
事
蹟
を
存
覚
袖
日
記

を
中
心
に
分
類
整
理
し
、
中
世
の
新
興
宗
教
た
り
し
真
宗
の

作
画
活
勁
を
究
明
し
、
中
世
仏
教
絵
画
の
変
遷
の
お
り
方
を

明
ら
か
に
さ
せ
た
い
希
望
で
あ
る
。

Ｉ
　
建
造
物
研
究
室

　
丁
　
大
乗
院
庭
園
の
復
原
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
菰

　
昭
和
三
十
一
年
度
火
で
は
大
乗
院
が
室
町
時
代
中
期
の
も

の
で
あ
る
と
０
推
定
で
研
究
し
た
が
、
藤
原
時
代
の
も
の
と

の
類
似
を
見
出
し
た
の
で
、
三
十
二
年
度
に
は
天
理
市
永
久

寺
其
他
藤
原
鎌
倉
時
代
庭
園
遺
跡
の
実
測
調
査
を
行
っ
て
そ

の
類
似
点
を
確
認
し
た
。
室
町
中
期
の
比
較
例
と
し
て
越
前
、

加
賀
づ
例
を
調
査
し
、
又
室
町
末
の
例
と
し
て
妙
心
寺
退
蔵

院
、
霊
雲
院
、
近
江
福
田
寺
の
調
査
を
行
っ
て
比
較
資
料
と

し
た
。

　
Ｋ
　
解
体
修
理
に
伴
う
調
査
研
究
（
法
隆
々
東
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
洽
　
杉
山
信
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
石
吉
　
工
藤
圭
章

　
現
存
す
る
数
少
い
僧
房
建
築
の
二
つ
で
あ
る
東
室
を
、
修

理
の
機
会
を
と
ら
え
て
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
に
協
力
し
て

調
査
を
行
っ
た
。

Ｉ
　
建
造
物
、
歴
史
研
究
室

　
Ｌ
　
飛
鳥
寺
発
掘
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
　
坦
　
森
　
　
薙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
井
清
足
　
金
関
　
恕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
清
　
杉
山
信
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
立
古
　
工
藤
圭
章

　
飛
鳥
寺
発
掘
調
査
は
、
七
八
月
行
わ
れ
、
塔
、
北
回
廊
、

講
堂
の
遺
址
が
発
掘
さ
れ
た
。
塔
で
は
方
八
尺
に
及
ズ
巨
人

な
心
礎
と
金
銅
製
舎
利
穴
‥
器
沁
よ
び
各
種
り
舎
利
埋
納
物
が

発
見
さ
れ
た
。
推
古
天
皇
元
年
正
月
十
五
日
（
五
九
二
Ａ
Ｄ
）

に
納
め
た
舎
利
埋
納
物
が
、
一
部
で
七
検
川
さ
牡
’
た
こ
と
に
、

貴
重
な
発
見
で
あ
っ
た
。
回
廊
は
横
長
刀
矩
形
を
画
し
完
た

講
堂
で
は
、
新
し
い
基
壇
構
造
が
発
見
さ
牡
た
。

　
Ｍ
　
川
原
寺
発
掘
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
　
坦
　
森
　
　
菰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
井
清
足
　
金
関
　
恕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
詩
　
杉
山
信
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
嘉
吉
　
工
藤
主
章

　
史
跡
川
原
寺
の
発
掘
凋
査
は
十
一
～
三
月
主
で
行
わ
れ
た
。

塔
、
両
金
堂
、
中
門
、
回
廊
、
南
大
門
い
遺
址
が
発
掘
さ
れ
、
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奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

中
金
堂
の
前
に
塔
と
対
置
さ
れ
た
西
金
堂
と
い
う
伽
藍
配
置

が
初
め
て
確
認
さ
牡
牡
。
立
だ
西
金
堂
の
基
壇
構
成
は
、
未

だ
・
例
を
見
な
い
構
造
・
の
も
の
で
か
る
た
。
西
金
堂
の
下
か
ら
・

創
建
以
前
の
溝
の
遺
構
毎
検
出
し
た
。

Ⅳ
歴
史
研
究
室

　
Ｎ
　
興
福
寺
所
戚
古
文
書
典
籍
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
稔

　
前
年
度
よ
り
引
続
い
て
興
福
寺
所
収
の
古
文
書
典
籍
等
の
・

調
査
を
行
い
目
録
、
調
書
の
作
製
、
写
真
撮
影
か
行
う
と
共

に
目
ぼ
し
い
も
の
の
内
容
調
査
を
行
っ
た
。

　
Ｏ
　
一
‥
四
山
寺
聖
教
類
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
信
三
　
浜
田
　
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
稔

　
前
年
度
田
中
が
実
施
し
回
調
査
に
よ
り
建
築
、
絵
副
閃
係

資
料
が
発
見
さ
れ
た
為
こ
の
調
査
を
古
文
書
、
建
築
、
絵
画
各

担
当
者
が
協
力
し
て
行
う
こ
と
と
し
た
。
調
書
の
作
製
、
写
真

撮
影
を
行
う
と
共
に
目
ぼ
し
い
も
の
の
内
容
調
査
を
行
っ
た
。

　
Ｐ
　
古
瓦
の
編
年
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
井
前
足

　
飛
鳥
寺
出
土
瓦
類
の
分
類
研
究
足
行
っ
た
。
七
万
結
果
我

門
で
最
初
に
百
済
工
人
の
指
導
に
ょ
っ
て
製
作
さ
牡
回
瓦
の

実
体
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
出
来
八
。
ま
た
南
帽
元
興
寺
白

僧
房
で
あ
っ
た
極
楽
坊
ｏ
丸
、
平
瓦
と
Ｏ
比
較
研
究
を
行
い
、

飛
鳥
寺
よ
り
瓦
類
を
多
量
に
元
興
寺
へ
運
搬
使
用
し
た
二
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
Ｑ
　
弥
生
式
時
代
墓
制
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
開
　
恕

　
ド
関
市
安
岡
町
梶
栗
浜
遺
跡
の
肩
査
を
お
こ
か
い
、
弥
生

式
時
代
前
期
に
属
ず
る
４
基
の
箱
式
棺
、
２
基
の
一
石
囲
七
允

掘
し
た
、
こ
れ
ら
の
石
棺
、
石
囲
は
そ
の
直
上
の
旧
地
表
に

墓
標
、
言
だ
け
京
域
を
副
す
る
特
殊
な
施
設
を
と
も
な
っ
て

Ｖ
　
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
研
究

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
弥
生
式
時
代
墓
制
の
上
に
新
形
式

を
加
え
ろ
事
か
出
子
た
。

昭　　　　　昭

和　ク　々　和

32　　　　　　　31

年　　　　　年

度　　　　　度

年

度

主南　鍾　大和

と無　倉　竺様

し阿　幕　様彫

て弥　府　の刻

造陀　御　威の

形仏持家特立形

美作に人にと威

権善回訓樹影と

に集国度造響そ

関の御の技　の

連調室町法　発

あ査人究に　展

る研を　つ　に

事究中　い　関

象　心　て　す

に　と　の　る

つ　し　考　研

い　て　察　究

て

---　一一　　　一一　－

　各　　助各

　個　　兆個

　研　同　溜研

　究　　余聞

　一一-　一

にT　田　鈴小

沢　中　木林

　　　　嘉

坦　稔吉岡

研

究

課

題

　--
交
付
金
の
種
別

研
究
代
表
者

糾犬－１
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円　円　円円

金

額

Ｉ

講

四

研
　
究
　
発
　
表

演

Ａ
　
昭
和
2
9
年
４
月
氾
］
目
（
於
木
所
講
堂
）

　
平
城
宮
跡
発
掘
建
築
遺
跡
に
つ
い
て
　
　
浅
野
　
清

　
平
城
宮
跡
発
掘
出
土
遺
物
に
つ
い
て
　
　
釣
田
正
哉

　
平
城
宮
跡
出
土
遺
物
と
大
陸
文
化
と
の
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
顕
夫

Ｂ
　
昭
和
2
9
年
５
月
1
5
口
（
於
木
所
講
堂
）

仏
師
運
慶
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
小

修
学
院
離
宮
建
築
及
庭
園
の
復
原
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森

ｃ
　
昭
和
2
9
年
1
1
月
1
3
日
（
於
木
所
講
堂
）

　
大
安
寺
及
薬
師
寺
０
発
掘

　
同
出
土
遺
物
に
つ
い
て

　
奈
良
高
校
々
庭
に
於
け
る
遺
跡
に
つ
い
て

Ｄ
　
昭
和
3
0
年
５
月
2
1
口
（
於
本
所
講
堂
）

　
俊
岸
田
重
源
の
事
蹟
に
つ
い
て

　
ゝ
　
　
り

林
　
　
岡

薙

田浅

中野

一

郎清

鈴
木
嘉
吉

小

林

剛

　
「
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
玉
」
に
っ
い
て
　
田
沢
　
坦

　
天
竺
様
建
築
に
つ
い
で
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
嘉
吉

Ｅ
　
昭
和
3
0
年
８
月
2
0
日
（
於
現
地
）

　
平
城
宮
跡
発
列
調
査
現
地
報
告
会

Ｆ
　
昭
和
3
0
年
1
0
月
1
5
日
（
於
西
大
寺
）

　
西
大
寺
（
美
術
工
芸
丿
調
査
報
告
講
演
会

　
興
止
菩
薩
城
尊
の
胎
内
文
書
に
つ
い
て
　
小
林
　
剛

　
舎
利
塔
に
っ
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
守
田
公
夫

　
絵
画
に
つ
ヤ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
　
隆

Ｇ
　
昭
和
3
0
年
‥
‥
‥
一
月
1
6
日
（
於
木
所
）

　
平
城
宮
趾
、
興
仏
寺
発
掘
・
調
査
報
告
講
演
会

　
興
福
寺
食
堂
白
・
分
列
経
過
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
消

　
興
福
寺
食
堂
遺
跡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
杉
山
信
二

　
平
城
宮
跡
の
発
掘
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
坪
井
清
足

Ｈ
　
昭
和
3
1
年
５
刈
1
8
日
（
於
木
所
）

　
院
政
時
代
の
・
寺
院
建
築
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
信
三

　
城
尊
と
舎
利
塔
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
守
田
公
夫

　
西
大
寺
塔
址
発
列
訥
査
報
告
　
　
　
　
　
坪
井
片
足

Ｉ
　
昭
和
3
1
年
５
月
2
6
門
（
於
現
地
）

４θ



　
飛
鳥
が
第
二
次
発
掘
訓
査
現
地
報
告
会

丁
　
昭
和
3
1
年
1
0
月
2
0
口
（
於
元
賄
寺
極
楽
坊
）

　
元
興
ご
極
楽
坊
調
査
報
告

　
　
板
絵
に
関
ず
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
浜
円
　
隆

　
　
木
堂
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
右
古

　
　
聖
徳
太
ド
ニ
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
剛

　
Ｋ
　
昭
和
3
1
年
1
2
川
2
2
日
（
、
於
現
地
）
）

　
　
飛
鳥
寺
第
大
次
発
掘
訥
査
現
地
報
告
会

　
Ｌ
　
昭
和
3
2
年
３
月
2
3
日
乙
於
毎
丿
新
闘
大
阪
木
社
講
堂
）

　
　
開
所
八
川
年
記
念
講
演
会

　
　
飛
鳥
か
い
げ
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
剛

　
　
飛
鳥
勺
白
建
築
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
済

　
　
飛
鳥
寺
尚
発
列
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
井
清
足

　
　
映
渕
「
桂
離
宮
」
解
説
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
菰

　
Ｍ
　
昭
和
3
2
年
７
月
５
日
（
於
八
・
所
）

　
　
安
達
暗
顕
施
入
の
法
華
か
一
切
経
に
っ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
稔

　
　
光
学
的
方
法
に
よ
る
元
興
寺
極
楽
坊
色
彩
印
仏
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
　
隆

　
　
東
大
ｙ
指
図
堂
釈
迦
如
来
（
玉
‥
円
作
）
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
　
坦

　
Ｎ
　
昭
和
3
2
年
７
月
2
7
日
（
於
現
地
）

　
　
飛
鳥
寺
第
一
ぺ
次
発
掘
調
介
報
告
会

　
Ｏ
　
昭
和
3
2
年
1
2
月
2
1
日
（
於
現
地
）

　
　
川
原
寺
第
二
次
発
肩
訓
Ａ
報
告
会

Ｉ
　
展
　
　
　
観

　
Ａ
　
昭
和
2
8
年
５
刀
1
5
・
1
6
日
（
於
木
所
）

　
開
所
丿
心
念
特
別
肢
観

一
　
大
安
寺
資
対
帳
（
重
文
）

一
巻
　
止
暦
寺
蔵

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

一

一－ミ４

一

一四瓦
＿｜．

ノＸ七八九十

十

＝･

十
Ｉ

十
四
十

五

け

法
済
寺
資
財
帳
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
法
隆
寺
蔵

阿
弥
陀
悔
過
料
資
財
帳
（
重
文
二
巻
　
京
大
寺
蔵

西
大
寺
資
財
流
え
帳
　
　
　
　
二
巻
　
西
大
寺
蔵

元
興
寺
縁
起
（
重
文
）
　
　
　
　
一
帖
　
醍
醐
寺
蔵

招
堤
寺
建
立
縁
起
（
重
文
）
　
　
一
帖
　
　
同

戒
什
伝
来
７
‐
１
心
上
巻
　
　
　
　
　
一
巻
　
川
招
捉
寺
蔵

唐
招
捉
才
解
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
唐
招
提
寺
蔵

上
回
や
徳
法
平
董
説
（
重
文
）
一
巻
　
知
恩
院
蔵

目
木
圃
現
・
報
寂
‥
悪
霊
異
記
上
巻
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
興
福
寺
蔵

京
大
小
要
録
（
爪
文
）
　
　
　
十
冊
　
京
大
寺
蔵

東
大
寺
柿
娶
録
（
重
文
）
　
　
九
冊
　
　
同

僧
綱
初
任
（
重
文
）
　
　
　
　
六
巻
　
興
福
寺
蔵

造
興
福
寺
記
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
　
同

建
久
御
巡
礼
９
‐
1
1
心
　
　
　
　
　
一
冊
　
天
理
図
書
館
蔵

南
部
七
大
々
巡
礼
記
（
川
背
家
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
東
京
岡
立
博
物
館
蔵

六
　
諸
寺
建
立
次
第
（
旧
菅
家
木
）
一
冊
　
　
同

十
八
　
内
山
寺
回
文

　
　
　
一
冊
　
薬
師
寺
蔵

一
巻
　
東
京
国
立
博
物
館
蔵

Ｂ
　
昭
和
2
9
年
４
月
2
4
口
（
於
木
所
）

　
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
り
出
土
遺
物

Ｃ
　
昭
和
2
9
年
５
月
1
5
・
1
6
日
（
於
木
所
）

　
仏
師
運
慶
及
修
学
院
離
宮
建
築
庭
園
関
係
資
料

　
巡
慶
資
料

一
　
法
華
経
（
運
慶
則
経
）
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
巻
　
八
正
極
楽
寺
蔵

二
　
同
　
　
（
　
同
　
　
）
（
重
文
）

　
巻
第
二
奥
書
写
、
近
術
家
煕
写
手
鑑
ノ
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
帖
　
陽
明
文
庫
哉

　
三
　
光
明
峰
寺
入
道
前
関
巾
道
家
公
処
分
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
東
福
寺
蔵

　
四
　
峯
仲
子
私
田
売
巻
（
東
大
寺
百
巻
文
書
ノ
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
東
大
寺
蔵

　
五
　
東
大
寺
続
要
録
　
造
仏
篇
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
　
同

　
六
　
　
同
　
　
　
　
　
供
養
鎬
・
建
久
記
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
　
同

　
七
　
神
護
寺
略
記
（
重
文
）
　
　
　
一
巻
　
神
護
才
蔵
．

　
八
　
旧
記
類
集
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
法
隆
寺
蔵

　
九
　
猪
隈
関
白
記
　
建
久
二
年
冬
自
筆
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
陽
明
文
庫
蔵

　
十
　
　
同
　
　
　
承
元
二
年
冬
古
写
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
　
同

十
一
　
東
大
寺
別
当
次
第
　
　
　
　
　
一
冊
　
東
大
寺
蔵

十
二
　
東
大
寺
続
が
録
　
供
養
篇
・
建
仁
丿
心
（
重
文
）

十
三
　
弥
勒
感
応
抄

十
四
　
湛
慶
注
進
状

十
五
　
東
宝
・
記
第
一
・
九

十
六
　
東
大
寺
八
幡
大
石
薩
法
座
銘

　
　
修
学
院
関
係
古
図

　
一
　
修
楽
院
御
茶
屋
（
下
）
指
図

一

二
　
　
同

一

冊

一

冊

一

通

一

---

巻

東
大
寺
試

　
同
来
迎
院
試

乗
　
寺
　
蔵

（
天
和
以
前
）

　
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

（
天
和
二
年
）

　
　
　
　
同

同
　
同
上
部
分
（
下
御
茶
屋
詳
細
図
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
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四

　
　
　
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
年
報

同
　
御
茶
屋
御
池
絵
図
（
宝
永
六
年
以
前
｀
）
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

五
　
修
院
御
茶
屋
指
図
（
亨
保
十
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

八七六

同同同

上
卜
御
茶
屋
絵
図

御
茶
屋
（
朱
宮
御
所
）
指
図

林
丘
寺
宮
御
指
図
（
写
）

同同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
水
東
山
御
文
庫
蔵

九
　
永
谷
御
幸
御
茶
屋
図
（
正
保
四
年
十
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

　
十
十
一
十
二
十
三
十
四
十
五
十
六

十
七
十
八

岩
介
御
殿
御
屋
敷
惣
絵
図

…
打
介
法
皇
様
御
殿
指
図

岩
倉
女
院
様
御
殿
指
図

延
宝
五
年
女
院
御
所
指
図

同同『司同

延
宝
五
年
女
院
御
所
奥
御
対
面
所
指
図
　
同

修
学
院
下
御
茶
屋
御
庭
模
様
収
絵
図
　
同

仙
洞
女
院
御
所
御
指
図
（
寛
永
寛
文
年
間
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

止
々
斎
御
茶
夙
指
図
（
天
保
三
十
年
）
同

仙
川
御
所
大
御
庭
止
々
斎
作
庭
図
（
天
保
二
ぃ
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

Ｄ
　
昭
和
2
9
年
８
月
２
・
３
日
（
於
本
所
）

　
奈
良
県
下
に
お
い
て
凋
査
し
た
能
面
函
展
観

一
　
柳
生
水
間
八
幡
神
社
能
而

二
　
同
　
丹
生
神
社
　
　
能
面
・
題
目
立

二
　
同
　
八
坂
咄
‥
社
　
　
能
面
・
側
次

Ｅ
　
昭
和
・
2
9
年
Ｈ
月
1
3
口
（
於
本
所
）

　
大
安
寺
及
薬
師
寺
の
允
釧
訓
査
出
土
遺
物

Ｆ
　
昭
和
3
0
年
５
口
油
・
2
1
日
（
於
木
所
。
）

七

面

几

／/

　
　
俊
皿
．
‥
ヅ
黒
源
関
係
資
料

　
一
　
南
無
阿
弥
陀
仏
作
沁
集
　
一
巻
　
東
大
史
料
編
纂
所

　
二
　
重
源
靖
定
　
　
　
　
　
　
一
通
　
正
介
院
事
務
所

　
二
　
頼
朝
書
状
写
七
の
他
　
　
　
　
一
巻
　
筒
井
英
俊

　
四
　
官
宜
旨
案
　
　
　
　
　
　
　
　
一
通
　
浄
　
土
　
寺

　
五
　
１
:
源
下
文
案
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
　
同

　
六
　
浄
卜
か
開
組
伝
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
　
同

　
七
　
東
大
寺
一
べ
綱
大
法
師
等
愁
状
　
一
巻
　
筒
井
英
俊

　
ハ
　
ー
宮
造
跡
神
殿
宝
物
等
目
録
　
一
巻
　
国
机
神
社

　
九
　
東
大
ｙ
順
川
防
国
宮
野
庄
田
畠
等
立
券
文
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
上
司
　
晃

　
十
　
相
　
伝
　
状
　
　
　
　
　
　
　
　
一
幅
　
河
瀬
虎
三
郎

十
一
　
収
源
仏
Ａ
］
利
湊
進
状
（
盾
文
）
　
一
巻
　
胡
宮
神
社

十
二
　
仏
舎
利
相
承
系
図
　
　
　
　
　
一
巻
　
　
同

卜
三
　
重
源
蜜
‥
状
　
　
　
　
　
　
　
二
川
　
　
同

卜
四
　
敏
満
々
縁
起
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
　
同

十
五
　
阿
弥
陀
寺
田
帛
注
文
鼓
免
除
状
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
阿
弥
陀
等

十
六
　
周
防
国
阿
弥
陀
大
田
出
注
文
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
烈
］
上
司
　
晃

十
卜
］
周
防
旧
阿
弥
陀
午
田
帛
注
文
（
流
元
帳
）
（
重
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
　
東
　
大
　
寺

十
八
　
爪
紅
法
芋
経
勧
進
状

十
九
　
院
庁
下
文

二
十
　
金
光
明
最
勝
王
経
第
九
巻

七
い
他
拓
木
、
写
八
等
十
七
件

一
巻
　
　
同

一
巻

一
巻

随
　
心
　
院

根
来
喜
信

一

Ｈ
　
昭
和
3
0
年
‥
‥
‥
一
月
1
6
日
（
於
木
所
）

　
平
城
宮
跡
及
び
興
福
寺
食
堂
跡
発
掘
出
上
目
川

Ｉ
　
昭
和
3
1
年
５
月
1
8
日
（
於
本
所
）

　
奴
尊
伝
記
集
成
関
係
史
料
、
四
大
々
塔
址
発
福
山
上
目
四

　
奴
尊
資
料

一

ミ＿ａ

一四五
＿１４

／｀ゝ七八九

　
十
十
一
十
二
十
三
十
四

十
五
十
六
十
七
十
八

金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正
記

興
正
菩
薩
行
実
年
譜

西
大
寺
田
園
目
録

叡
尊
願
文

宝
治
二
年
将
来
二
大
部
配
分
状

一
冊
　
西
　
大
　
寺

五
冊
　
　
同

一
巻
　
　
同

一
幅
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻

聖
徳
太
子
講
式
　
　
　
　
　
　
　
一
巻

叡
尊
書
状
　
　
　
　
　
　
　
一
通

　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
通

伝
法
濯
頂
二
昧
耶
戒
詮
要
私
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻

法
華
寺
介
利
縁
起
　
　
　
　
　
　
一
巻

梵
網
経
古
辿
記
科
文
　
　
　
　
一
巻

慈
民
菩
薩
念
誦
次
第
　
　
　
　
一
帖

如
法
愛
染
王
法
次
第
　
　
　
　
一
帖

根
本
説
二
切
有
部
晩
奈
耶
巻
十
ヒ

金
剛
界
梵
漢
私
鏡
第
七

　
同
叡
尊
書
状

　
同

第
八

,へ

せ

ん

ず

ｰ●

Ｃ,）

ん

ど

__.･ﾐｰ

帖巻

一
帖

一
通

の
宛
）

海
竜
王
寺

西
　
大
　
寺

　
同
法
　
華
　
寺

西
　
大
　
寺

橋
木
凝
胤

唐
招
提
ｙ

西
　
大
　
今

　
同同同同同

Ｇ
　
昭
和
3
0
年
1
0
月
1
5
日
（
於
西
大
与
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
通
　
筒
井
英
代

　
匹
人
寺
叔
尊
胎
内
文
書
、
伊
勢
神
宮
御
正
賂
、
舎
利
塔
　
十
九
　
般
若
寺
優
痢
王
善
哉
童
子
造
立
記

　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻
般
若
寺

4Ｘ




